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新し吟血管注入法
金沢大学医学部病理学敏室（指導　石川太刀雄二丁）
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　私共の1創案した二軍な血管注入法を報告す

る．注入試薬は．微粒子でよく末梢に達し，且

つ．組織内によく固定されて，正しい所在を示

し，拡散による誤謬をもたらさない．のみなら

す，H・Eその他の重染色を許すが故に（従来

法では不可能），実質系との対象鮮明で，顕微

鏡的観察に，多くの利点をもつものである．

　従来より，管系統に諸物質を注入し，管系統

走行を究める努力は，平なかちす試みられてい

る．例えば，次の諸報告がそれである．

　Aeby（1880），は：Roseの合金を，　Roeschke，

及びSteiDert（1926），等は，　Woodの合金を，

夫々気管支内に注入し．Ghorayeb（1913），

Miller（1937）等は色素を混入したゲラチン溶

液を，Behr・Huizinga（1938），等はパラフィン

を注入し，岡・隈・部（1939），等は：フォルマリン

を股静脈に注：入し，藤田（1913），は：硫化莱・沈

降炭酸三友・グリセリン・アルコール溶液を，内

田（1918）は墨汁液を，夫々眼動脈に注入する．

叉鈴木（1921），は酷酸アミール溶液を管系統

に注入し，中村・新井（1936），篠井（1948），森

（1948），及び鈴木（1951），等はアセトンセル

ロイド溶液を注入している．

　豊　　　　一＿

　昆
　7αηα乃α

　龍　　三
7駕9αωα

言

　然るに，ヒれらの諸物質は，いすれも粒子が

粗大で，凝固時聞が早きに失するに基づき，末

梢細血管に到達し難い。いすれも粗大なる血管

に対してのみ，使用し得る．

　近来：Liebow，　Hales・：Lindsko9（1947），等は

Vinylateを，谷口・太田・田尻（1951），は

Methylmetacrylateを，長沢・山下（1952），は

Ethylacrylate，　Methylacryユate混合液を血管注

入法に使用している．ヒれらの合成樹脂は，よ

く末梢血管系に到達する特徴をもつものであ

る．但し，材料の調製に若干の熟練を要し，高

価であり，有機溶媒に可溶1生であるために，顕

微鏡標本の製作は望めない．従って，苛性ソー

ダに組織を浸漬して，これを腐蝕し，血管内樹’

脂を残存せしめる方法をとっている，強いて，

顕微鏡標本を作成せんとすれば，樹脂強化のた

めに，ミクロトムによる薄片作成にも困難を伴

う．

　私共創案法は，上記欠点を一応解浩してい

る．即ち，調合簡箪，廉価，末梢血管によく到

達し，且つ顕微鏡標本に作成し得，後染色も可

能である．

実

　　　　第1法：
　試薬：0・5％アルギン酸ソ炉ダ水溶液．1日放置・

或いは調製直後，ガーゼにて濾過．使用時，水絵具プ

ルシアン青を飽和せしめて着色する．

験

　注入＝動物（幼若な犬，猫），を脱血死せしめ，

能う限り早く水叉は温水にて血管を洗い，溶血せし

め，目標臓器とその支配導入血管以外を結さつし，周

囲をギブスにて固める．或いは，目標臓器とその導入
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血管を抽出する．導入血管よの，上記試薬を，20皿斑

Hg圧の下に注入する．この時強圧を加えると，…毛細

血管の破綻を来たすことがある．動脈より柱入した液

が，門脈側より流出すれば，目的を喫している。

　固定・目標臓器を，塩化アルミニウム飽和無水ア
ルコールにて固定する．小臓器ならば12時間位．これ

によつて，アルギン酸ソーダ並びにプルシアン青は，

所在部位によく固定される．i瞬いで無水アルコールに

移し，完全に平水する．（速かに標本作成の必要なき

時，塩化アルミニウム飽和ホルマリンにて固定貯藏
し，必要時60－80－100％アルコールにて脱水し，パ
ラフィン切片とする．）

　次にキシロールに浸而して，透明標本とする．これ

によって，肉眼的立体的に観察し得る樹脂状の血管標

本を得る．

　顕微鏡標本作成：キシロール浸漬後，法の如く
に，パラフィン包埋となし，50－100」μの切片とす

る．H。E後染色．

　　　　第；2法：
　試薬：　1法の0・5％アルギン酸ソーダ水溶液．使

用時，インヂコカルミン1・5％及び水絵具プルシアン

青1・5％の割合にて着色する．

　注入：　1法同様に，動物（犬，猫），を脱血死せ

しめ，能弓限り早く水叉は温水にて血管を洗い．溶血

せしめ，目標臓器とその支配導入虹管以外を結さつ

し，周囲をギブスにて固める．或いは，目標臓器とそ

の導入血管を抽出する．導入血管より，上記試薬を

20mmHg圧の下に注入する．
　固定：目標臓器を，塩化アルミニウム，飽和無水
アルコールに移し，完全に腕坐する．

　顕微鏡標本作成：　キシロ’一ル浸漬後，法の如く

に，パラフィン包埋となし，50μ～100μの切片とす

る．H・：E後染色．

　1【法は，工法に則するものであるが，イソヂコカル

ミンにて，着色する．私共の経験によれぽ，第II法

が，第1法に比して，よりょく細小血管に到達する．

因みに，教室倉田学士は，血液並びに体液の生体内流

動を検：する目的のために，インヂコカルミン法を創案

している．倉田法にあっては，イソヂコカルミソ固定

に塩化バリウムを操作の間に用いているが，私共の第

II法にあっては，着色剤の固定に，塩化アルミニウム

を使用し，重ねて，塩化バリウム固定を行う必要がな

い．

結

　アルギン酸ソーダ液を，プルシアン青又は，

プロシアン青十インヂゴカルミンにて着色し，

これを，組織内に固定することによって，血管
走行を，顕微鏡的に観察し得る方法を，見出す

論

ととを得た．
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